
令和７年度和歌山県学習到達度調査 結果分析と指導のポイント(小学校国語)

読むこと（文学的な文章）

第
四
学
年 

本設問では，①の部分に課題が見られました。本文の具体的な叙
述を根拠にして，内容を把握することが大切です。
また，叙述を基に捉えることができるように，「何について問われ
ているか」や「どのように答えるか」等を考えることも必要です。

正答率 27.7％
無解答率 30.6％

文章を読んで理解したことに基づいて感想や考えをもつことができ
るようにするためには，
①文章の内容や構造を捉えること
②精査・解釈しながら，考えたり理解したりしたことを基に考えること
③自分の体験や既習の内容と結び付けて自分の考えを形成すること
④自分の言葉で表現すること

等の取組が大切です。

文
章
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
感
想
や
考
え
を
も
つ
こ

と
が
で
き
る
。
〔
第
三
・
四
学
年

思
判
表

Ｃ
（
１
）
オ
〕

<

正
答>

 
  

大
き
な
わ
切
り
の
レ
モ
ン

<

誤
答
例>

き
ょ
だ
い
な
レ
モ
ン

レ
モ
ン
で
で
き
た
タ
イ
ヤ

・内容としては合っているものの，10字でぬき出して書
けていない
・「そのタイヤが，大きなわ切りのレモンになっていた」と
いう叙述を基に捉えることができていない
等が考えられます。



自転車のタイヤが大きなわ切りのレモンになっている
ところがおもしろいな。

この話のおもしろいと思ったところを友達に伝えたいな。

読むこと（文学的な文章）

第
四
学
年 

文
章
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
感
想
や
考
え
を
も
つ
こ

と
が
で
き
る
。
〔
第
三
・
四
学
年

思
判
表

Ｃ
（
１
）
オ
〕

〇文章の内容だけではなく理解したことに基づいて，感想や考えをもたせましょう。

〇自分の体験や学習した内容と結び付けて，感想や考えをもたせることが大切です。

〇人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けながら具
 体的に思い描き，豊かに想像する等，「精査・解釈」に関する指導事項とも関連させ
 ていくことが大切です。

〇個人の読みでは気付かないことでも，交流することで気付くことがあり
 ます。必要に応じて，教師が問いを投げかけたり，友達との交流を促し
 たりしましょう。

文章を根拠にして，自分の考えを説明してみましょう。

どうしておもしろいと思ったの。



第
五
学
年 

事
実
と
意
見
な
ど
と
の
関
係
を
叙
述
を
基
に
押
さ
え
、
要
旨
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
第
五
・
六
学
年

思
判
表

Ｃ
（
１
）
ア
〕

<

正
答>

①
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
な
い
も
の

②
計
り
知
れ
な
い
め
ぐ
み

<

誤
答
例>

①
都
市
部
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
奥
地
、
日
本
で
最
初
の
世
界
遺
産
の
一
つ

②
水
源
と
す
る
川
の
下
流
、
水
が
豊
か
に
た
く
わ
え正答率 34.6％

無解答率 11.7％

①要旨を把握するために，文章全

   体の構成を捉え，事実と感想，意
見などとの関係を押さえて読む

こと

②筆者が最も伝えたいことは何か，

事実と意見の関係を整理すること

等が大切です。

読むこと（説明的な文章）

誤答例①については，本文中の「白
神山地」についての事実が書かれて
いる箇所をぬき出すことはできてい
ます。しかし，設問に沿った内容を正
しくぬき出すことができていないとい
う誤答が多く見られました。

誤答例②については，筆者の意見が
問われているということ自体を捉え
られていないと考えられます。また，
筆者の意見ではなく，事実について書
いている誤答も見られました。 （完

答
）



筆者はどのような意見をもっているのかな。

内容の中心となる事柄や言葉はどの部分だろう。

事実と感想，意見などの関係を押さえておくことが
大事だよね。

〇序論・本論・結論の大きなまとまりをつかみ，その中心となる部分を見付け
   られるような学習活動を取り入れましょう。

〇指示語や接続語に注目させて指導することも必要です。

〇学習の見通しをもって，文章を読んで理解したことに基づき，考えたことを
   文章にまとめることも大切です。

第
五
学
年 

事
実
と
意
見
な
ど
と
の
関
係
を
叙
述
を
基
に
押
さ
え
、
要
旨
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
第
五
・
六
学
年

思
判
表

Ｃ
（
１
）
ア
〕

読むこと（説明的な文章）

〇事実と感想，意見などとの関係に着目できるようにしましょう。
〇文章を部分的に取り上げて読むのではなく，文章全体の構成を捉え
て要旨を把握できるようにしましょう。

事実と感想，筆者の意見が書かれている箇所を探しましょう。



第
四
学
年 

間
違
い
を
正
し
た
り
、
相
手
や
目
的
を
意
識
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
か

を
確
か
め
た
り
し
て
、
文
や
文
章
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
第
三
・
四
学
年

思
判
表

Ｂ
（
１
）
エ
〕

書く相手や目的に応じて，構成や書き表し方が適切なものに

なっているかを確かめることが大切です。

書くこと
正答率 32.2％
無解答率   4.2％

〈正
答
〉

1

本設問は，インタビューで聞き取った内容をまとめている場面
を想定しているため，「びっくりするそうです。」等の聞いたこと
だとわかる文末表現にする必要があります。

１ 32.2％

２ 18.3％

３ 35.9％

４   9.2％

反応率



主語と述語は一致しているかな。

文末表現は正しいかな。

第
四
学
年 

間
違
い
を
正
し
た
り
、
相
手
や
目
的
を
意
識
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
か

を
確
か
め
た
り
し
て
、
文
や
文
章
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
第
三
・
四
学
年

思
判
表

Ｂ
（
１
）
エ
〕

書くこと

〇書く相手や目的に照らして，構成や書き表し方が適切なものとなってい 
るか確認させましょう。

〇主語・述語，修飾語・被修飾語の関係を明確にすることや，表記の仕方の
ほかに，文末表現の使い方を意識させましょう。

〇友達と話し合い，読み手の立場から「どこを詳しくすれば目的や意
図に応じた文章になるのか」「どこを書き直すとよりよい表現にな
るのか」アドバイスし合う場面や，下書きと推敲後の文章を比べる
場面を設定しましょう。

読み手の立場になって，自分が書いた文を読んでみましょう。



第
五
学
年 

１ 28.6％

２ 21.1％

３ 39.1％

４ 10.0％

<

正
答>

 
３

自
分
が
聞
こ
う
と
す
る
意
図
に
応
じ
て
、
話
の
内
容
を
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
〔
第
五
・
六
学
年

思
判
表

Ａ
（
１
）
エ
〕

「すぐに思いうか
ばない」という川本
さんの発言から，自
分がほしい情報を
引き出すための質
問が必要です。

①知りたいことを具
 体的に考え，整理
すること

②どういった情報を
相手から引き出そ
うとしているのか
を明確にすること

等が大切です。

話すこと・聞くこと

正答率  39.1％
無解答率  1.2％

「大変なこと」につ
いて聞き出すための
工夫であることが理
解できていないと考
えられます。

反応率



〇インタビューの相手から聞きたいことを深く引き出すためには，答えや理由を具体
 的に予想したり，それらを結び付けて順序立てたりしながら質問を考えさせましょう。

〇インタビューの目的や意図に沿って，知りたい内容を取り上げながら，さらに質問を
し，相手の反応に合わせて自分が求める情報を確実に引き出せるようにすることが
大切です。

〇グループでインタビューする活動においては，一人ずつ順番に聞くのではなく，聞き
たい情報や内容の生かし方をグループで共有し，意図的に質問を重ねたり，聞いた
情報をつなげたりできるようにすることが大切です。

インタビューに答えてもらうためには，自分が聞きた
いことを明確にしておく必要があるね。

自分が知りたいことを質問しながら，自分の考えをまとめて
いけるようにしていきたいな。

第
五
学
年 

自
分
が
聞
こ
う
と
す
る
意
図
に
応
じ
て
、
話
の
内
容
を
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
〔
第
五
・
六
学
年

思
判
表

Ａ
（
１
）
エ
〕

話すこと・聞くこと

〇事前にインタビューのポイントについて指導にしたり，事後にイン
タビューの様子を振り返りながら指導したりしましょう。

相手に聞くことを具体的に考え，関係する材料を整理しておきましょう。



共通する課題について

正答率 39.6％
無解答率 17.3％

<

誤
答
例>

【類
型
２
】

自
分
の
声
が
へ
ん
に
か
ん
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
お
ど
ろ
い
た
自
分

【類
型
３
】

考
え
て
も
い
な
い
の
に
、
お
金
の
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

類型１ 39.6％

類型２ 14.9％

類型３ 8.1％

その他  20.1%

反応率

反応率

類型１  30.7％

類型２     6.9％

類型３     8.5％

その他 22.1％

正答率
30.7％

無解答率
   31.7％

<

誤
答
例>

【類
型
２
】

す
っ
ぱ
い
け
れ
ど
と
て
も
お
い
し
い
レ
モ
ン
の
タ
イ
ヤ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
、
ユ
ウ
キ
と
い
っ
し
ょ
に
夢

中
に
な
っ
て
し
ぼ
っ
た
こ
と
。

【類
型
３
】

あ
ま
り
に
も
し
ぼ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
気
づ
い
た
時
に
は
、
タ
イ
ヤ
が
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
の
す
か
す
か

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

各学年問題の反応率から
【類型２】の児童については，「問題

の意図を捉え，必要な情報を取り出

すことができていない」ことが考え

られます。授業においては，児童が

「何について問われているのか」認

識できるように発問を明確にするこ

となどに取り組み，文章の中から必

要な事柄を的確に取り出す力を育成

しましょう。

【類型３】の児童については，「問題

の意図を捉え，必要な情報を取り出

すことはできているが，解答の条件

を満たすことができていない」こと

が考えられます。条件に従って自分

の考えをまとめたり，引用を用いて

表現したりすることが大切です。授

業においては，「□□という言葉を

使って，〇〇文字程度でまとめま

しょう」や「叙述を引用して，自分の

考えを書きましょう」といった条件を

付けた活動を取り入れ，自分の考え

について，根拠を明確にして表現す

る力を育成しましょう。

類型による分析を生かして，より

よい授業を創っていきましょう。

第
五
学
年 

話や文章などに含まれている情報を取り出して整理し，関
係を捉えることや，情報を整理して関係をわかりやすく示す
ことは，話や文章の理解や，表現することにつながります。

①
「
自
分
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
こ
と
。

④
「
い
う
つ
も
り
の
な
か
っ
た
こ
と
を
い
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

い
う
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

【類
型
２
】①
は
満
た
し
て
い
る
が
、
④
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の

【類
型
３
】④
は
満
た
し
て
い
る
が
、
①
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の

第
四
学
年 

①
「
し
ぼ
っ
た
」
、
「
レ
モ
ン
の
タ
イ
ヤ
」
の
言
葉
を
使
っ
て
書
い
て
い

る
こ
と
。

③
「
お
し
り
を
ぶ
つ
け
な
が
ら
帰
っ
た
」
、
「
レ
モ
ン
の
タ
イ
ヤ
が
ぐ
に
ゃ
ぐ

に
ゃ
の
す
か
す
か
に
な
っ
た
」
の
両
方
、
も
し
く
は
そ
の
一
方
の
内
容
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

【類
型
２
】①
は
満
た
し
て
い
る
が
、
③
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の

【類
型
３
】③
は
満
た
し
て
い
る
が
、
①
の
ど
ち
ら
か
を
満
た
し
て
い
な
い



国語科の授業づくりのポイント

①教材に即した指導事項（資質・能力）を設定しましょう。
・指導事項を系統的に意識し，単元計画を立てる。
・指導事項の重点化を行い，１教材・１時間で指導すべき指導事項を精選する。
・児童の実態に応じて，習得が不十分な指導事項を取り上げることも考える。

②到達すべき児童の姿（目標）を具体的に設定しましょう。
「どのような姿」になれば，「その資質・能力を身に付けられたと言えるのか」を具体
的に設定する。「どのような姿」は学習指導要領解説を確認する。

③「言葉による見方・考え方」を働かせる言語活動を設定しましょう。
・ 「言葉による見方・考え方」･･･対象と言葉，言葉と言葉との関係を，言葉の意味，働
き，使い方等に着目して捉えたり問い直したりすること
（例）言葉と言葉を比較してみる。言葉の順序について考えてみる。

・言語活動が目的化しないように注意する。
⇒言語活動を通して，指導事項を指導する。

国語科の目標･･･言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国
語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育成することを目指す。
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